
　

生

産

性

を

巡

る

最

前

線

の

改

革

や

今

後

の

展

望

な

ど

を

探

る

連

載

「

生

産

性

改

革

　

Ｎ

ｅ

ｘ

ｔ

　

Ｓ

ｔ

ａ

ｇ

ｅ

」

は

、

「

中

堅

・

中

小

企

業

の

生

産

性

向

上

」

を

テ

ー

マ

に

、

価

値

創

造

研

究

所

代

表

取

締

役

会

長

の

栗

原

美

津

枝

氏

と

、

Ｊ

Ａ

Ｍ

（

も

の

づ

く

り

産

業

労

働

組

合

）

会

長

の

安

河

内

賢

弘

氏

が

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

応

じ

た

。

生

産

性

の

高

い

中

堅

・

中

小

企

業

を

増

や

す

た

め

の

方

策

に

つ

い

て

見

解

を

述

べ

た

。

（

２

面

に

詳

報

）

大企業・中堅企業・中小企業の企業数

　

栗

原

氏

は

、

政

府

の

「

中

堅

企

業

成

長

ビ

ジ

ョ

ン

」

策

定

の

作

業

部

会

部

会

長

を

務

め

た

。

そ

こ

で

は

、

中

堅

企

業

は

「

成

長

余

力

」

「

変

化

余

力

」

「

社

会

貢

献

余

力

」

の

三

つ

の

ポ

テ

ン

シ

ャ

ル

と

、

「

国

内

投

資

拡

大

」

「

良

質

な

雇

用

」

「

幅

広

い

波

及

効

果

」

の

三

つ

の

役

割

が

あ

る

と

指

摘

す

る

。

　

２

０

３

０

年

以

降

に

中

堅

企

業

の

成

長

を

政

府

目

標

の

４

倍

以

上

（

実

質

成

長

率

年

４

％

以

上

）

に

す

る

Ｋ

Ｇ

Ｉ

と

、

そ

れ

ま

で

に

「

約

１

割

の

中

堅

企

業

が

年

�

％

以

上

の

生

産

性

向

上

」

「

中

堅

企

業

の

Ｍ

＆

Ａ

数

を

約

倍

増

（

年

１

千

件

）

」

「

中

堅

企

業

数

を

約

２

割

増

（

２

千

社

増

）

」

と

す

る

Ｋ

Ｐ

Ｉ

を

定

め

た

。

　

さ

ら

に

自

律

的

成

長

に

向

け

た

課

題

と

官

民

で

取

り

組

む

べ

き

事

項

と

し

て

、

「

成

長

ビ

ジ

ョ

ン

」

と

「

ガ

バ

ナ

ン

ス

」

の

構

築

の

ほ

か

、

資

金

調

達

や

人

材

確

保

、

Ｍ

＆

Ａ

、

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

、

海

外

展

開

、

専

門

家

活

用

、

Ｇ

Ｘ

・

Ｄ

Ｘ

の

伴

走

支

援

・

ソ

フ

ト

イ

ン

フ

ラ

を

挙

げ

た

。

　

今

後

も

施

策

の

深

化

を

図

り

、

中

堅

企

業

等

地

域

円

卓

会

議

を

通

じ

て

、

重

点

支

援

企

業

を

選

定

の

上

、

施

策

の

効

果

を

全

国

津

々

浦

々

に

届

け

る

。

栗

原

氏

は

「

日

本

経

済

の

成

長

力

を

高

め

る

に

は

、

中

堅

・

中

小

企

業

の

成

長

が

極

め

て

重

要

で

、

特

に

成

長

企

業

群

と

し

て

分

厚

い

中

堅

企

業

層

を

作

り

上

げ

る

こ

と

が

鍵

に

な

る

」

と

の

考

え

を

示

し

た

。

　

一

方

、

安

河

内

氏

は

、

少

資

源

国

家

で

あ

る

日

本

の

経

済

を

支

え

て

い

る

中

小

企

業

の

も

の

づ

く

り

産

業

の

基

盤

が

揺

ら

い

で

い

る

中

で

、

地

方

自

治

体

や

地

方

の

大

学

、

地

場

産

業

や

金

融

機

関

、

そ

こ

で

暮

ら

す

労

働

者

ら

が

一

体

と

な

っ

て

、

地

域

か

ら

未

来

を

切

り

ひ

ら

く

こ

と

が

極

め

て

重

要

に

な

る

と

の

考

え

を

示

し

た

。

　

解

決

の

糸

口

と

な

る

事

例

に

つ

い

て

、

「

地

域

企

業

条

例

」

を

制

定

し

て

い

る

京

都

市

を

挙

げ

る

。

地

域

の

中

小

企

業

家

た

ち

が

中

心

と

な

っ

て

、

「

京

都

・

地

域

企

業

宣

言

」

を

発

出

し

、

「

中

小

企

業

は

地

域

企

業

で

あ

る

」

と

し

た

理

念

を

共

有

し

、

中

小

企

業

と

地

域

の

共

生

関

係

を

「

一

体

的

発

展

の

戦

略

」

へ

と

高

め

た

。

　

ま

た

、

震

災

復

興

を

き

っ

か

け

に

生

ま

れ

た

石

巻

水

産

加

工

団

地

の

「

石

巻

う

ま

い

も

の

」

の

中

小

企

業

連

携

は

、

複

数

社

が

商

品

開

発

の

ア

イ

デ

ア

を

出

し

合

い

、

新

商

品

を

集

め

た

ア

ン

テ

ナ

シ

ョ

ッ

プ

を

運

営

す

る

。

参

加

企

業

を

一

つ

の

工

場

と

見

立

て

た

、

製

品

開

発

・

製

造

、

販

売

活

動

な

ど

の

共

通

資

源

化

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

安

河

内

氏

は

「

よ

り

現

場

に

近

い

地

方

自

治

体

が

中

心

と

な

っ

て

知

恵

を

出

す

こ

と

で

、

中

小

企

業

の

生

産

性

向

上

や

価

格

交

渉

力

の

強

化

に

取

り

組

む

こ

と

が

求

め

ら

れ

る

」

と

の

考

え

を

示

し

た

。
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■

待

遇

改

善

と

価

格

転

嫁

が

課

題

　

２

０

２

５

春

闘

は

、

１

４

０

０

の

単

組

の

う

ち

、

１

１

１

８

が

要

求

を

出

し

、

回

答

が

あ

っ

た

６

７

１

単

組

の

平

均

は

９

５

９

４

円

と

な

り

、

過

去

最

高

の

賃

上

げ

水

準

に

な

り

そ

う

だ

。

と

は

い

え

、

大

手

と

中

小

の

差

が

開

い

て

い

る

ほ

か

、

中

小

企

業

間

で

も

格

差

が

拡

大

し

て

い

る

。

ベ

ア

ゼ

ロ

の

単

組

も

あ

り

、

人

手

不

足

倒

産

が

大

い

に

懸

念

さ

れ

、

個

別

に

対

策

を

打

っ

て

い

く

必

要

が

あ

る

。

　

前

年

ま

で

の

数

字

だ

が

、

�

歳

の

賃

金

の

経

年

推

移

を

見

る

と

、

大

手

と

中

小

の

差

は

、

５

万

円

超

ま

で

広

が

っ

て

い

る

。

人

材

獲

得

競

争

が

激

し

く

な

る

中

で

、

積

極

的

に

中

小

企

業

で

働

こ

う

と

い

う

人

材

は

稀

だ

。

今

後

、

中

小

企

業

の

待

遇

を

ど

う

改

善

し

て

い

く

か

は

大

き

な

課

題

だ

。

　

中

小

企

業

で

賃

上

げ

の

動

き

が

鈍

い

最

大

の

課

題

は

、

価

格

転

嫁

が

進

ん

で

い

な

い

こ

と

だ

。

バ

ブ

ル

崩

壊

以

降

、

大

企

業

が

コ

ス

ト

ダ

ウ

ン

と

株

主

配

当

を

優

先

し

た

た

め

に

、

労

働

分

配

率

や

設

備

投

資

、

中

小

企

業

の

価

格

転

嫁

力

が

犠

牲

に

な

っ

た

。

　

そ

れ

で

も

、

失

わ

れ

た

�

年

の

間

、

日

本

の

中

小

企

業

は

物

的

生

産

性

を

上

げ

て

き

た

。

し

か

し

、

価

格

転

嫁

力

が

落

ち

続

け

て

い

る

た

め

に

、

付

加

価

値

生

産

性

の

向

上

が

進

ま

ず

、

賃

金

も

利

益

も

上

が

ら

ず

、

再

投

資

す

る

た

め

の

資

金

も

稼

げ

な

い

状

況

が

続

い

て

き

た

。

こ

の

状

況

を

変

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

　

一

定

の

競

争

力

が

あ

る

商

品

を

作

っ

て

い

る

中

小

企

業

で

は

価

格

転

嫁

が

少

し

ず

つ

進

ん

で

き

た

が

、

汎

用

品

を

作

っ

て

い

る

企

業

で

は

価

格

転

嫁

は

難

し

く

、

や

せ

我

慢

し

て

、

必

死

に

耐

え

て

い

る

状

態

だ

。

　

ト

ラ

ン

プ

関

税

の

影

響

を

見

極

め

る

た

め

に

大

手

の

工

場

の

設

備

投

資

が

止

ま

り

、

そ

の

あ

お

り

で

中

小

企

業

の

仕

事

も

止

ま

っ

て

し

ま

っ

た

と

い

う

話

も

聞

い

た

。

「

今

は

日

本

全

体

が

耐

え

る

べ

き

だ

」

と

い

う

ム

ー

ド

が

強

ま

る

と

、

中

小

に

と

っ

て

は

厳

し

い

時

代

が

来

る

か

も

し

れ

な

い

と

い

う

懸

念

が

あ

る

。

■

指

針

に

基

づ

く

価

格

交

渉

を

　

中

小

企

業

が

賃

上

げ

の

原

資

を

確

保

す

る

た

め

の

取

引

環

境

の

整

備

の

一

環

と

し

て

、

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

全

体

の

付

加

価

値

向

上

や

大

企

業

と

中

小

企

業

の

共

存

共

栄

を

目

指

し

た

「

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

構

築

宣

言

」

が

発

出

さ

れ

、

公

正

取

引

委

員

会

が

行

っ

た

業

界

ご

と

の

実

態

調

査

を

踏

ま

え

た

「

労

務

費

の

適

切

な

転

嫁

の

た

め

の

価

格

交

渉

に

関

す

る

指

針

」

が

策

定

さ

れ

て

い

る

。

　

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

全

体

で

価

格

転

嫁

を

進

め

よ

う

と

、

大

企

業

が

旗

振

り

役

と

な

り

、

価

格

交

渉

が

で

き

る

環

境

が

広

が

り

つ

つ

あ

る

が

、

そ

の

流

れ

は

川

中

あ

た

り

で

停

滞

し

て

い

る

。

労

務

費

の

価

格

転

嫁

を

交

渉

す

る

中

で

、

労

務

費

に

関

す

る

詳

細

な

デ

ー

タ

を

示

す

よ

う

に

要

求

さ

れ

る

こ

と

も

あ

る

。

詳

細

な

デ

ー

タ

を

出

す

に

は

そ

れ

な

り

の

工

数

が

か

か

る

ほ

か

、

自

社

の

財

務

状

態

が

丸

裸

に

さ

れ

て

し

ま

う

た

め

、

交

渉

を

諦

め

た

事

例

も

あ

る

と

聞

く

。

　

指

針

で

は

、

最

低

賃

金

の

上

昇

な

ど

一

般

的

な

理

由

で

も

交

渉

で

き

る

と

明

記

さ

れ

て

い

る

が

、

中

小

企

業

の

経

営

者

に

は

指

針

自

体

を

知

ら

な

い

人

が

驚

く

ほ

ど

多

い

。

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

構

築

宣

言

に

つ

い

て

は

、

知

っ

て

い

た

と

し

て

も

、

「

大

企

業

が

や

る

も

の

」

と

い

う

認

識

だ

。

■

中

小

企

業

こ

そ

未

来

の

担

い

手

　

一

方

、

私

が

視

察

し

た

ド

イ

ツ

で

は

、

中

小

企

業

の

取

引

に

お

け

る

交

渉

力

は

決

し

て

低

く

な

い

。

日

本

の

中

小

企

業

で

も

、

ド

イ

ツ

企

業

と

取

引

し

て

い

る

場

合

、

価

格

交

渉

は

ビ

ジ

ネ

ス

ラ

イ

ク

で

あ

り

、

根

拠

を

示

せ

ば

応

じ

て

も

ら

え

る

。

確

か

に

タ

フ

な

交

渉

で

は

あ

る

が

、

日

本

の

よ

う

な

上

下

関

係

に

は

な

り

に

く

い

。

　

世

界

で

も

、

企

業

の

ほ

と

ん

ど

が

中

小

企

業

で

あ

る

国

が

多

く

、

中

小

企

業

を

ど

う

活

性

化

す

る

か

は

、

日

本

特

有

の

課

題

と

い

う

よ

り

も

、

世

界

共

通

の

課

題

だ

。

今

後

の

生

産

性

改

革

で

は

、

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

全

体

で

の

生

産

性

運

動

三

原

則

を

実

践

し

て

い

く

こ

と

が

重

要

だ

と

考

え

る

。

中

小

企

業

が

社

会

の

主

役

で

あ

り

、

未

来

の

担

い

手

で

も

あ

る

と

い

う

こ

と

を

経

営

者

も

労

働

者

も

自

覚

し

た

う

え

で

、

誇

り

を

持

っ

て

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

取

り

組

ん

で

も

ら

い

た

い

。

中

小

企

業

が

元

気

に

な

れ

ば

、

こ

の

国

は

必

ず

明

る

く

な

る

。

■

今

こ

そ

生

産

性

向

上

が

不

可

欠

　

日

本

の

中

堅

・

中

小

企

業

の

労

働

生

産

性

は

、

足

元

で

は

や

や

改

善

の

傾

向

を

示

し

て

い

る

が

、

最

近

�

年

間

の

推

移

を

見

る

と

緩

や

か

に

低

下

し

て

い

る

。

経

済

環

境

に

潮

目

の

変

化

が

み

ら

れ

る

中

で

、

コ

ス

ト

カ

ッ

ト

経

済

か

ら

、

付

加

価

値

経

済

へ

の

転

換

が

求

め

ら

れ

て

お

り

、

労

働

生

産

性

を

高

め

る

こ

と

が

重

要

だ

。

　

生

産

性

向

上

ニ

ー

ズ

は

二

つ

あ

る

。

一

つ

目

は

賃

上

げ

起

点

の

生

産

性

向

上

だ

。

企

業

の

賃

上

げ

は

２

年

連

続

し

て

５

％

を

超

え

、

中

で

も

中

小

企

業

の

賃

上

げ

率

が

高

く

な

っ

て

い

る

。

そ

れ

を

価

格

転

嫁

す

る

こ

と

は

重

要

だ

が

、

価

格

転

嫁

だ

け

で

は

課

題

の

解

決

に

は

な

ら

な

い

。

　

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

全

体

で

み

れ

ば

、

価

格

転

嫁

は

最

終

的

に

消

費

者

の

負

担

増

と

な

る

。

賃

上

げ

に

見

合

う

生

産

性

の

向

上

の

プ

レ

ッ

シ

ャ

ー

は

、

中

小

企

業

ほ

ど

強

い

は

ず

だ

。

中

小

企

業

の

賃

上

げ

率

が

高

い

背

景

に

は

、

深

刻

な

労

働

力

不

足

が

あ

り

、

労

働

力

不

足

へ

の

根

本

的

な

対

処

策

と

し

て

生

産

性

の

向

上

が

必

要

だ

。

　

二

つ

目

は

脱

炭

素

だ

。

日

本

は

、

も

は

や

環

境

効

率

の

高

い

環

境

先

進

国

と

は

言

い

難

い

。

環

境

の

効

率

性

を

示

す

炭

素

生

産

性

（

Ｃ

Ｏ

２

排

出

量

当

た

り

の

Ｇ

Ｄ

Ｐ

創

出

の

割

合

）

は

、

１

９

９

０

年

代

前

半

は

日

本

が

ト

ッ

プ

ク

ラ

ス

だ

っ

た

が

、

�

年

で

追

い

つ

か

れ

、

今

や

主

要

先

進

国

で

下

位

に

低

迷

し

て

い

る

。

　

以

前

は

、

炭

素

生

産

性

を

向

上

さ

せ

る

た

め

に

は

、

省

エ

ネ

機

械

を

導

入

す

れ

ば

効

果

が

表

れ

た

が

、

今

は

、

そ

れ

だ

け

で

は

不

十

分

だ

。

労

働

生

産

性

と

の

相

関

性

が

高

く

な

っ

て

お

り

、

脱

炭

素

を

進

め

る

た

め

に

も

労

働

生

産

性

を

上

げ

る

こ

と

が

不

可

欠

と

な

っ

て

い

る

。

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

全

体

で

脱

炭

素

を

進

め

る

た

め

に

も

、

中

小

企

業

の

労

働

生

産

性

を

上

げ

る

こ

と

が

大

き

な

課

題

だ

。

■

中

堅

企

業

は

成

長

企

業

群

　

労

働

力

不

足

に

対

応

す

る

た

め

、

外

国

人

を

雇

用

す

る

中

小

企

業

も

増

え

て

い

る

。

外

国

人

雇

用

は

、

む

し

ろ

教

育

機

会

の

提

供

な

ど

コ

ス

ト

が

高

く

な

る

傾

向

が

あ

る

が

、

そ

れ

で

も

、

外

国

人

に

ス

キ

ル

を

身

に

つ

け

て

も

ら

い

、

従

業

員

の

家

族

の

ケ

ア

も

含

め

、

戦

力

と

し

て

の

雇

用

定

着

に

成

功

し

て

い

る

地

域

の

中

小

企

業

も

あ

る

。

「

多

様

な

人

が

活

躍

す

る

」

先

進

的

な

取

り

組

み

の

実

践

が

、

成

功

の

秘

訣

だ

と

い

う

。

　

労

働

生

産

性

が

低

い

要

因

に

デ

ジ

タ

ル

化

、

Ｉ

Ｔ

投

資

の

遅

れ

が

あ

る

。

専

門

人

材

の

不

足

だ

け

で

な

く

、

女

性

を

中

心

に

非

正

規

労

働

者

が

増

え

た

影

響

が

考

え

ら

れ

る

。

非

正

規

と

い

う

形

で

労

働

参

画

が

増

え

た

結

果

、

企

業

に

と

っ

て

も

、

働

く

人

に

と

っ

て

も

、

人

材

育

成

に

よ

っ

て

付

加

価

値

を

高

め

る

動

機

が

失

わ

れ

た

。

　

「

中

堅

企

業

成

長

ビ

ジ

ョ

ン

」

を

策

定

す

る

過

程

で

再

認

識

し

た

が

、

中

堅

企

業

の

労

働

生

産

性

の

水

準

は

高

い

。

経

済

産

業

研

究

所

の

調

査

結

果

に

よ

る

と

、

リ

ー

マ

ン

シ

ョ

ッ

ク

以

降

は

、

中

堅

企

業

の

労

働

生

産

性

は

大

企

業

を

や

や

上

回

っ

て

推

移

し

て

い

る

。

小

売

や

飲

食

な

ど

の

サ

ー

ビ

ス

業

は

、

大

企

業

よ

り

も

中

堅

企

業

の

方

が

労

働

生

産

性

は

高

い

。

　

中

堅

企

業

は

中

小

企

業

と

も

大

企

業

と

も

異

な

り

、

国

内

投

資

と

良

質

な

雇

用

を

生

み

出

す

成

長

企

業

群

と

な

っ

て

い

る

。

地

域

経

済

貢

献

も

高

い

。

こ

う

し

た

中

堅

企

業

の

層

を

よ

り

分

厚

く

す

る

こ

と

が

重

要

だ

。

■

付

加

価

値

経

済

へ

意

識

改

革

を

　

こ

の

先

の

生

産

性

改

革

で

求

め

ら

れ

る

の

は

、

「

コ

ス

ト

カ

ッ

ト

経

済

か

ら

付

加

価

値

経

済

へ

転

換

す

る

」

と

い

う

経

営

者

の

強

い

意

志

だ

。

設

備

更

新

の

資

本

蓄

積

も

必

要

だ

が

、

付

加

価

値

を

高

め

る

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

投

資

が

必

要

で

あ

り

、

中

で

も

、

人

材

育

成

や

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

、

ブ

ラ

ン

ド

戦

略

な

ど

「

ビ

ジ

ネ

ス

で

勝

て

る

」

無

形

固

定

資

産

へ

の

投

資

が

鍵

を

握

る

。

　

Ａ

Ｉ

・

ロ

ボ

ッ

ト

の

導

入

に

伴

う

生

産

性

向

上

が

期

待

さ

れ

る

中

、

現

場

人

材

が

よ

り

高

度

化

し

、

生

産

性

を

向

上

さ

せ

る

余

地

は

大

き

い

。

リ

ス

キ

リ

ン

グ

な

ど

に

よ

っ

て

専

門

性

を

磨

き

、

活

躍

で

き

る

人

材

が

中

堅

・

中

小

企

業

に

増

え

る

こ

と

、

大

学

や

研

究

機

関

と

連

携

す

る

場

を

増

や

す

こ

と

、

大

企

業

か

ら

中

堅

・

中

小

企

業

に

人

材

が

移

動

す

る

仕

組

み

を

つ

く

る

こ

と

な

ど

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。


